
1J~ ill



プロク‘ラムされていないは守だった・
感じたい、抱きしめたい、涙を流したい

もしも僕がただの機械な5、この患いはどこから来たんだろう?

のボディの申に眠っていたのは、
誰よりもやわらかな心だった 。

生まれたての子供のような無垢な心を持ちつづけ、時には

かなわぬ想いに傷つきなが5、人間へと“進化"していく

彼の姿は、“最初から人間として生まれてきた"私たちの心

に不思議な感動を残す。そして彼の切ない願いに涙し、

決して他人を傷つけることのない生き方に癒され、意外な

結末に胸をしめつけられる。

200年 (Bicentennial)にわたる物語の前半、顔まで隠

れる 16キロもある“ロボット・スーツ"を着るのは、映画

界か5の引退も暗かれている名優ロビン・ウィリアムズ。

『シザーハンズj や『オペラ座の怪人J を街御とさせる、切

ない想いを描いたのは fミセス・ダウトJ でもウィリアムズと

絶妙のコンビネーションを見せたクリス・コロンパス監督。

SF界の巨星アイザック・アシモフの短編をベースに、ジ‘工

ームズ・ホーナーとセリーヌ・デイオンの fタイタニックj

コンビによる主題歌「ゼン・ユー・ルック・アット・ミーJ が、

かなわぬ想いに傷つきなが5、少しす‘つ“進化"し、人間と

は何か、愛とは何かを問いかけるヒューマン・ドラマの

ラストシーンを忘れ難いものにしている。
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•特別ご鑑賞券発売中!
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